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埼玉県生活協同組合連合会 

  毎月、埼玉県生協連および会員生協の取り組みと埼玉県生協連の 

4 月度のまとめを、PDF配信しています。 

ぜひご覧ください。 
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埼玉県生協連 4月度まとめと今後の課題 

2022年 5月 9日 

埼玉県生協連専務理事 吉川尚彦 

1. 全体状況 

（1） 第 5回活動委員会 

4 月 21 日、第 5 回活動委員会(オンライン併用)を埼玉県労働者共済生協 2 階会議室

で開催しました。埼玉県生協連 2021年度事業活動報告および 2022年度事業計画（2.5

次）と各生協 2022年度組合員活動方針の重点、2022年度埼玉県生協連学習会・交流

会等日程、第 51回埼玉県生協連通常総会関連、埼玉県生協連創立 50周年記念事業関

連について交流しました。また、活動委員会冒頭には、埼玉県労働者共済生協の施設

見学を行いました。（別紙） 

（2） 第 7回監事会 

4 月 22 日、第 7 回監事会を開催しました。2021 年度期末監査を行い、事業協同組合

変更登記申請（法務局）について確認しました。 

（3） 広報・コミュニケーション 

写真ニュース春号を発行しました。 

県連および埼玉消団連のホームページのプチリニューアルを実施しました。 

4 月 8 日、創立 50 周年記念事業の記念誌のメイン企画として座談会を開催し、埼玉

新聞社関根正昌社長の司会で、各生協理事長および常務理事に自生協で大切にしてい

ることや活動の重点、将来を見据えた事業や活動について、県内の生協で一緒に取り

組みたいことなどについてお話しいただきました。記念誌の発行は 10 月を予定して

います。 

  分野の取り組み状況  

（1） 埼玉まるごとヘルスチャレンジ 2021 のニュースを発行しました。今回のヘルスチャ

レンジは、1,707人の方が 6つのチャレンジテーマを中心に参加し、健康づくりに取

り組みました。（別紙） 

（2）  

2. 行政・諸団体との連携・ネットワーク 

（1） 行政 

なし 

（2） 埼玉消団連 

① 4月度幹事会を開催し、2022年度の方針や予算、第 58回埼玉県消費者大会第 2回実

行委員会に向けたすすめ方について話し合いました。 

② 第 58回埼玉県消費者大会第 2回実行委員会を開催し、副実行委員長体制の確認、大

会スローガンや分科会のすすめ方などについて話し合いました。 

③ 2021年度市町村における消費生活関連事業調査報告を市町村および埼玉県消費者大

会実行委員会団体に発送しました。 

（3） 諸団体 

① 第 67回埼玉母親大会第 3回常任委員会に参加し、6/26第 67回埼玉母親大会（別紙）

および 10 月 15-16 日第 67 回日本母親大会の分科会のテーマなどについて話し合い

ました。 

② 埼玉県立大学主催地域包括ケアを推進するためのネットワーク会議：地域分科会（川 

口・草加・越谷）に参加し、県生協連や会員生協の取り組みについて報告しました。 

4月 30日、オンラインシンポジウム②「子どもの最善の利益とは何だろう」に会員 

生協とともに参加しました。 

3. 今後の課題 
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 第 51 回通常総会に向けて議案書作成や、メッセージ集（知事、県議会議長、県議会

会派、友諠団体など）の作成を進めます。 

 埼玉県生協連創立 50周年記念事業の記念講演会の準備と参加案内を進めます。（別紙） 

 2022年度の「埼玉まるごとヘルスチャレンジ」の実施プログラムと実行委員会開催（7

月予定）に向けた準備を進めます。 

 5 月 31 日、埼玉県食品衛生安全局と消費者団体の懇談会の開催準備をおこないます。 

 写真ニュース夏号の紙面構成の検討、埼玉の生協の制作をすすめます。 

 消費者大会や消費者団体研修会などの開催・企画について消団連幹事会を中心に協議

します。 

 

【現在、開催を予定している会議など(機関会議を除く)】 

  ※ただし、新型コロナウィルスの感染状況により、人数制限や、直前での中止判断も

あります。 

 

 名称・会場・定員 開催日 対応 

1 

第 58回埼玉県消費者大会 

プレ学習会（別紙） 

第 3回実行委員会 

5月 23日（月） 

10 時 30 分～12 時 30

分 

13時 30分～15時 

【オンライン併用】 

埼玉会館 7B会議室 

同上 

2 埼玉平和・市民 5団体懇談会 

6月 1日（水） 

14 時 00 分～14 時 50

分 

【オンライン併用】 

浦和コミュニティセンター 

第 13集会室 

3 
第 37回埼玉県原爆死没者慰霊式 

第 3回実行委員会 

6月 1日（水） 

15 時 00 分～16 時 30

分 

【オンライン併用】 

浦和コミュニティセンター 

第 13集会室 
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埼玉県生協連 2021年度第 5回活動委員会報告 

日時 2022年 4月 21日（木）13時 35分～16時 25分 

場所 埼玉県労働者共済生協 2階会議室、オンライン 

出欠 大久保 (委員長)、佐竹･後藤(コープみらい)、西内･詫間(パルシステム埼玉)、

下川・小山 (生活クラブ)、高橋・村崎 (医療生協さいたま)、中山(労済生協)、

渡邊(東都生協) 

埼玉県生協連：吉川会長理事､事務局：加藤･清水桂・清水勤 

オブザーバー：小林(日本生協連中央地連) 下線欠席／敬称略 

 

開会に先立ち、開催会場の埼玉県労働者共済生協の施設見学を行った。 

 

■議題  

Ⅰ.話し合いたいこと 

1．2021年度事業活動報告（2.5次案）および 2022年度事業活動計画(2.5次案)と各生協

2022 年度組合員活動方針の重点交流、2022 年度埼玉県生協連学習会・交流会日程、

テーマ一覧(案)、第 51回埼玉県生協連通常総会関連について、埼玉県生協連創立 50

周年記念事業関連（記念講演会、会員支援企画関係）について意見交換をしました。

以下は、2022年度の活動方針や組織運営について意見交換した内容です。 

 担い手不足をどうしていくかが大きな課題。組織や活動のあり方について考えてい

きたい。 

 今年度の方針の中で、「できる人が できるときに できることを」というフレー

ズを入れた。どうやるかはこれからだが、そういう活動を進めていきたい。 

 オンラインでこれまで参加していなかった人が参加している。 

 ４０～５０歳代の組合員はどうしたら参加してもらえるのか。事例があれば教えて

ほしい。 

 自分の興味関心のある活動だと参加するのではないか。定例会スタイルでなく単発

ものの方が参加しやすいか。 

 土日に企画をやってほしいの声はあるが、その人たちは運営側にはまわらない。 

 私の地域（さいたま市）では支部運営委員会は土曜日・日曜日に開催している。 

 自主的にということが大事。 

 楽しく活動することも。 

 施設に、地域交流スペースを併設して、組合員だけでなく、地域の誰もが立ち寄れ

る場所を広げていきたい。 

 日本生協連の組織のあり方検討では、組合員の持ち寄り企画ということが打ち出さ

れている。昨年の組合員交流会では「入れ替わりながら登場する組織」とか「それ

ぞれの思いを豊かに実現できる組織」を目指しているという報告もあった。言わん

としていることは同じと思う。 

 県生協連では、多様な主体による地域での協働を昨年から言葉にしてきた。 

 組合員発のラジオＣＭをしたり、丸木美術館の説明ビデオも、実際に美術館に行っ

ただけではわからない深い内容になっている。ぜひ見ていただきたい。 

 ケアラー手帳は、共済連の基金を活用して 600冊作成した。組合員に注文してもら

う方式で配布。 

 各生協で試行錯誤しながら取り組んでいただき、今年の組合員活動交流会では、ぜ

ひ、うまくいった事例、うまくいかなかった事例も持ち寄って交流したい。 

 

2．埼玉県生協連の学習・交流の一覧表にもとづいて、ポイントを確認しました。 

3．通常総会関連として、議長や議事運営委員など総会運営役員や発言について報告しま

した。 
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4．埼玉県生協連創立 50 周年企画の申込方法や、当日の午前に開催する総会からの流れ

などについて報告し、確認しました。 

 

Ⅱ.3-4 月活動報告書をもとに各委員から報告していただきました。日本生協連中央地連

の報告や各種企画の呼びかけについては文書で確認しました。 

 

Ⅲ.2022年度年間日程（追加版 4.19）、第 37回埼玉県原爆死没者慰霊式第 1回実行委員会

報告を確認しました 

 

 

Ⅳ.報告したいこととして、次のことを報告しました。 

埼玉県生協連 2-3月度のまとめと今後の課題、2/16第 3回災害対策委員会報告、2/17

第 2回大学生協部会報告、2/21JA埼玉県女性組織協議会と生協連の早春交流会報告、

3/3 埼玉県生協連ピースフォーラム報告、3/3「核兵器のない世界を実現しよう！活

動交流会」報告、埼玉まるごとヘルスチャレンジ 2021取り組み報告、第 43回九都県

市合同防災訓練実施計画（案）、第 58 回埼玉県消費者大会関連（①全体状況報告②

5/23 第 58 回埼玉県消費者大会プレ学習会案内）、埼玉協同労働推進ネットワークへ

の組織加入について、第 46 回きょうされん全国大会 in 埼玉について、埼玉県食品

衛生安全局と消費者団体の懇談会開催について。 

 

Ⅴ.報告したいこととして、次のことを文書報告しました。 

埼玉県生協連 2021 年度第 4 回活動委員会開催報告(2/17)、埼玉県生協連 2021 年度

第 6回理事会（表紙）(3/7),活動日誌と予定 

 

次回活動委員会は、2022年 6月 2日 13時 30分～会場 医療生協さいたま 
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６月２３日（木）
１４：００～１６：００

申込はこちらから

【主催】埼玉県生活協同組合連合会

講師： 川越 雅弘 さん
(埼玉県立大学大学院研究科/研究開発センター教授）

日本医師会総合政策研究機構、国立社会保障・人口問題研究所室長を経て、現在は

埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科兼研究開発センター教授。 地域包括ケアシス

テムや医療介護連携、生活支援体制整備等 のアドバイザーや人材教育等に携わり、厚生

労働省各種委員やアドバイザーを務めている。日本生協連「地域包括ケアモデル研究

会」や「生協福祉経営戦略トップセミナー」での講演や埼玉県立大学が主催する地域包

括ケア推進セミナー・ネットワーク会議には県内生協も参加し、多様な団体との交流や

協働のきっかけとなっている。

「地域における多主体協働の取り組みと
安心してくらせる地域社会づくり」

6月15日（水）までに下記もしくは二次元バーコードでお申込みくださ
い。お申し込みは こちらから。https://forms.gle/aew1SuY1k9DELJ7n8
オンラインのURLなど、6月21日（火）までにお送りします。また、アーカ
イブ配信も検討していますが、視聴期間はオンラインURLの配信の際
にお知らせいたします。

埼玉県生協連は、埼玉県生協連と会員生協の共通の役割である
「地域社会づくり」をテーマに、地域での多主体協働の取り組みを
学び、生協の役割を考え、今後に活かすことを目的に記念講演会
を開催します。多主体協働の取り組みがテーマですので、広くご
案内し、今後につなげていきたいと思います。ぜひご参加ください。
（※申し込みいただいた方のみへの配信となります。）

開催
日時

参加
申込

会員生協役職員および組合員リーダー向け、
オンライン開催のご案内
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５月２３日（月）
１０：３０～１２：３０

【主催】第58回埼玉県消費者大会実行委員会

講師： 森田 満樹 さん

（一社）Food Communication Compass（FOOCOM）代表
食品安全、食品表示、消費者問題について、講演・執筆活動
を行っている。
消費者庁「食品表示一元化検討会」「食品の新たな機能性表
示に関する検討会」「食品添加物に関する検討会」「アフィ
リエイト広告に関する検討会」、農林水産省「食品の安全性
に関するリスク管理検討会」などの委員を務めた。
主な著書「新しい食品表示がわかる本（女子栄養大学出版
部）」「食品表示法ガイドブック（ぎょうせい）」など

よく見て選ぼう食品表示
～関連制度の最新動向～

5月18日（水）までに下記もしくは二次元バーコードでお申込みく
ださい。https://forms.gle/1F3RSdsZWfJkQrof6
Zoom参加の方には、IDとパスコードなど、
5月20日（金）までにお送りします。
お電話での申し込みは
埼玉県消費者団体連絡会まで（埼玉県生協連内）

048（844）8971（月～金 9時30分～16時まで）

くらしの中でどのように表示や広告を活用して食品を選ぶのか、
一緒に考えてみましょう。
ぜひご参加ください。（要申込 限定配信）

オンライン開催のご案内

開催
日時

参加
申込

参加
方法

会場参加（埼玉会館7B会議室） 定員50人
オンライン参加（Zoom） 定員50人
＊新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては、オンラインのみでの開
催に変更する場合があります。ご了承ください。

6



発行：2022.4.25 第２号
埼玉まるごとヘルスチャレンジ実行委員会:
（コープみらい・パルシステム埼玉・生活クラブ生協埼玉・
埼玉県勤労者生協・埼玉県労済生協・さいたま高齢協・JA
埼玉県中央会・医療生協さいたま・埼玉県生協連）

今年度は、2021年9月から12月のうち1ケ月以上を取り組み期間として、仲間や
家族などと一緒に健康づくりに取り組むことを大切にしました。全体では1,707
人の参加があり、一番多くのご参加があったのは、6つのコース(いきいき快
汗・バランスよく快食・お口の健康・脳の活性化・感染予防・私の健康法)から
『いきいき快汗コース』でした。取り組んだ皆さん、お疲れさまでした。
また、東京都健康長寿医療センター研究所の村山洋史氏を講師にお招きして
「つながりと健康格差～健康長寿の秘訣はこれだった～」をテーマに学習会を
開催し、健康には人とのつながりも大切であることを学びました。

2021年度の「埼玉まるごとヘルスチャレンジ」は
実行委員会を立ち上げ、埼玉県のご後援もいただき
ながら、『ヘルスチャレンジ６つのテーマ』を中心
に、楽しく健康づくりに取り組みました！

【アンケートからは今回の「埼玉まるごとヘルスチャレンジ」が、健康づくりのきっ
かけになったとの声が多くありました。
生協の活動から、直接顔の見える関係での声掛けは大切ですね。
また、インターネットを活用して「埼玉まるごとヘルスチャレンジ」 への参加周知や
学習会のお知らせとあわせて、参加者への健康増進などワンポイントアドバイスなど
がみれる様な工夫があると、より参加者のモチベーションアップにつながりますね。
さらに、参加者の記録用紙や、参加賞などがあると参加し易くなります。
取り組みの継続は、気軽に参加できるように参加報告などはハードルを低くすること
も大切です。
健康づくりは、障害があっても持病があってもみんなで考えることが大切です。
また、健康とは肉体的・精神的・社会的な面がありますが、例えば安心・安全でいら
れることも健康づくりのひとつの考え方になります。】と、「埼玉まるごとヘルス
チャレンジ」への総評をいただきました。

【総評】医療生協さいたま佐藤保健師より

7



コープみらい
広報誌で店舗や宅配利用
者に参加の呼びかけたけ
ど、少なかったかな

パルシステム埼玉
コバトンマイレージに職員

の2割が参加したよ

生活クラブ生協埼玉
参加者から楽しかったなどの声
があった。参加者同士の交流の
場がほしい。

医療生協さいたま
昨年より参加人数が増えた。
担当がいる支部は活発に活動
したよ

埼玉県労済生協
職員の6割が参加。参加者全員
が「健康を考えるきっかけに
なった」と回答したよ。

さいたま・高齢協
いろいろ取り組んだけど1ヵ月
続けるのは難しかったなぁ

JA埼玉県中央会
JA女性部や、JA埼玉県中央会内
部で周知したよ。JA共済「げん
きなからだWALK」等に参加し
たよ。

埼玉県勤労者生協
身体を動かす取り組みをした方は、
良い結果がでたよ

《参加者の感想から》

⚫ 初めは大変でしたが、やりはじめると楽しかった
⚫ 薄塩に慣れ素材のおいしさを楽しめました
⚫ 口の周りのこわばっていた
⚫ 筋肉がほぐれてきた。気分も明るくなったように思います
⚫ 姿勢が良くなった、コロナ禍の日々心に少し光が入る
⚫ なんでも習慣になってしまえば、普通に続けられるし、記録をすることで確認で
きました・毎日続けるきっかけとなります。次は違う内容でチャレンジする気が
おきます

⚫ これをきっかけに、これからも続けられるような気持ちです
⚫ 記録することで続けられたと思います。意識することが大切だと実感しました。
⚫ 朝あまりご飯を食べませんでしたが、キッズチャレンジで朝ご飯を食べる量が少
しずつ増えました

8



⚫ 次年度の実行委員会は、7月の早い時期に開催する予定です。
⚫ 「埼玉まるごとヘルスチャレンジ2022」の期間は、9月～12

月を予定します。
⚫ 埼玉県やさいたま市などの行政や、他県の同じような取り

組みに学びながら進めましょう。

★医療生協さいたまでは、次のような取り組みを考えています。
2022年度の取り組みの参考に、ご紹介します

① 健康診断の受診を推進します。健康診断の結果を生活習慣
の見直しにつなげたり、早期発見・早期治療につなげるこ
とが、健康づくりの基本です。

② 健康ひろば・安心ルームの開催を促進します。地域との関
わり・つながりは、健康を保持・増進させます。

③ フレイル予防、認知症予防の取り組みを広げ、認知症の人
を含む高齢者にやさしい地域をつくります。そのために、
フレイルチェックサポーター、認知症サポーター、脳いき
いきインストラクターによる取り組みを充実させます。

④ 「ステップアップ！すこしお」2022～2025を取り組みます。
取り組みは、・減塩の重要性を理解する・自分の塩分摂取
量を知って、「すこしお」を自分毎にする・地域まるごと
「すこしお」をめざす の3つの柱で進めます。

2022年度の取り組みに向けて
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2022年度 4月度のまとめと課題 

2022年 4月 30日 埼玉消費者被害をなくす会 

1. 全体状況 

(1) ㈱ZERUTAの被害回復裁判 

4/12、国民生活センター主催の被害回復手続きに関する「埼玉消費者被害をなくす会援助

終結会議」に、なくす会から 3人が出席し、手続きの終了報告を行いました。今回の被害

回復手続きにあたり、国民生活センターには、㈱ZERUTA が持っているお金を仮差し押さ

えするために必要な担保金を、立て替えていただいていました。 

(2) 4/21、衆議院で消費者契約法・消費者裁判手続等特例法の改定が可決されました。附帯決

議には、残された課題が盛り込まれました。 

(3) 4月差止請求・被害回復検討委員会 

4/26、4 月差止請求・被害回復検討委員会を開催。継続検討中の事案(差止請求 14・被害

回復 4)、情報提供・新規対象事案 4件(差止請求 4・被害回復 0)の検討を行いました。 

2. 各種事業 

(1) 差止請求事業・被害回復事業 

4/30現在、差止請求では継続検討事案(取り扱い検討含む)が 34件、被害回復では継続検

討事案が 17件です。新規の情報提供は 7件でした。 

(2) 活動委員会(消費者被害の調査・研究事業) 

4/8、第 10回活動委員会を開催しました。日本マーケティング・リサーチ協会との懇談を

はじめ、広告表示改善要望活動、埼玉県消費者大会実行委員会対応などについて話し合い

ました。日本マーケティング・リサーチ協会とは今後も情報交換、懇談の実施を含め、つ

ながりを持っていくことになりました。 

(3) 埼玉県委託事業(各種消費者問題に関する改善事業)各事業とも 2021年度の事業が終了 

① 高齢者見守り促進事業 

埼玉県より令和 4(2022)年度事業について、埼玉県から企画提案型公募が実施され、

応募したところ、事業の委託を受けることが決まりました。事業期間は、契約締結日

より 2023年 3月 31日までです。 

② 消費者被害防止サポーター活動推進事業 

令和 4(2022)年度事業の募集・開始時期については未確定ですが、事業の公募に備え

て準備を行っています。令和 3(2021)年末の消費者被害防止サポーターは 988 人とな

りました。 

③ インターネット適正広告推進事業 

埼玉県より令和 4(2022)年度事業について、企画提案型公募が実施され応募しました。

結果については 5/10以降に発表される予定です。 

3. 行政・諸団体との連携・ネットワーク 

(1) 4/1、特定適格消費者団体と特定適格消費者団体を目指す団体が集まり、今回の消費者裁

判手続等特例法の改正で盛り込まれた「団体を支援する指定団体」のあり方について意見

交換を行いました。今後は、法改正を受けて作成される法施行のガイドラインが作られる

7月～8月を目安に開催することになりました。 

4. 今後の課題 

(1) 被害回復事案㈱ZERUTA の会計監査の実施と、次回以降の被害回復業務に活かすための実

務の整理。 

(2) 第 19 回通常総会の成功に向けて、議案の審議・確定と、総会記念講演を含む総会運営の

準備。 
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2022年度埼玉県生活協同組合連合会、埼玉県消費者団体連絡会、特定非営利法人埼玉消費者被害をなくす会関連 

学習会・交流会等日程およびテーマ一覧 

2022年 4月 30日 埼玉県生協連 

日時 学習会・催事名と会場 位置づけ・対象 テーマ 備考 

4月     

5月     

23日（月） 

 

第 58回埼玉県消費者大会プレ

学習会 10:30～12:30（予定） 

埼玉会館 7B会議室およびオン

ライン 

主催：第 58回埼玉県消費者大会実

行委員会 

「よく見て選ぼう 食品表示～関連制度の

最新動向～」 

講師：森田満樹さん（FOOD COMMUNICATION 

COMPASS代表） 

埼玉県補助事業 

     

6月     

21日（火） 

11時 20分 

埼玉消費者被害をなくす会 

第 19回通常総会記念講演会 

オンライン 

11時 20分～12時 20分 

（予定） 

主催：埼玉消費者被害をなくす会 

総会後の記念講演となります。総会

出席者以外は、オンラインとなりま

す。生協組合員、消費者団体メンバ

ーなど 

テーマ：「消費者契約法の改正と残された

課題(仮) 

京都消費者契約ネットワーク理事長 

野々山 宏氏 

 

23日（木） 

14時 00分 

生協連創立 50周年記念講演会 

ロイヤルパインズロイヤルク

ラウン Cおよびオンライン 14

時 00分～16時 00分（予定） 

主催：埼玉県生協連 

※午前に開催する通常総会参加者は

午後も実参加。それ以外の会員生協

役員・幹部職員・組合員リーダー 

諸団体関係者はオンライン 

テーマ：「地域における多主体協働の取り

組みと安心してくらせる地域社会づくり」 

講師：川越雅弘氏（埼玉県立大学大学院研

究科／研究開発センター教授） 

申込制のアーカイブ配信

予定 

 

     

7月     

31日（日） 埼玉県原爆死没者慰霊式 

10時 00分～11時 30分(予定) 

主催：埼玉県原爆被害者協議会 

   同実行委員会 

出席範囲については検討中 

 ライブ配信も予定 

     

8月     
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3日（水） 

～7日（日） 

平和のための埼玉の戦争展 

4日埼玉会館小ホールで開催 

3日・5日・7日はオンライン 

主催：平和のための埼玉の戦争展実

行委員会 

  

26日（金） 

予定 

消費者力アップ学習会 Vol.1 

10：00～12：00 

主催：埼玉消費者被害をなくす会 

一般募集 

 埼玉県補助事業 

オンライン併用 

28日（日） 九都県市合同防災訓練・「防災

フェア」(北本市会場) 

9:00～13:00 

主催：埼玉県 北本市 会場：北本総合公園、北本市体育センター

等 

 

31日（水） 県内消費者団体全体研修会 

10:30～12:30（予定） 

埼玉会館 7B会議室 

主催：埼玉県 

 

埼玉県環境基本計画を学び、消費者ができ

ることを考える（仮題） 

講師：埼玉県環境部職員 

埼玉県委託事業 

9月 

3日（土） 協同労働推進フォーラム（仮

称） 

時間未定 

会場：志木市民会館パルシテ

ィホール 

主催： 

協同労働推進ネットワーク（仮） 

  

12日（月） 助け合い活動交流会 

10:30～14:30（予定） 

埼玉会館 7A会議室 

主催：埼玉県生協連 

助け合い活動に関わる組合員・役職

員 

  

17日（土） 4都県生協連共催学習会 主催：4都県生協連（千葉・埼玉・

東京・神奈川） 

講師：谷口真由美さん（法学者 大阪芸術

大学客員准教授） 

オンライン。申込制のア

ーカイブ配信予定（1週

間程度） 

10月 

8日(土) 

予定 

消費者力アップ学習会 Vol.2 

10：00～12：00 

主催：埼玉消費者被害をなくす会 

一般募集 

 埼玉県補助事業 

オンライン併用 

25日（火） 第 58回埼玉県消費者大会 

10:30～15:30（予定） 

埼玉会館小ホール他 

主催：第 58回埼玉県消費者大会実

行委員会 

全体会：記念講演 安田菜津紀さん（フォ

トジャーナリスト） 

分科会：未定 

埼玉県補助事業 

オンライン併用。申込制

のアーカイブ配信あり。 

     

11月 
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19日（土）

20日（日） 

彩の国食と農林業ドリームフ

ェスタ 

主催：彩の国食と農林業の祭典実行

委員会（JA埼玉県中央会、埼玉県

等 18団体で構成） 

  

29日（火） 組合員活動交流会 

10:30～14:30（予定） 

埼玉会館 3C会議室 

主催：埼玉県生協連 組合員持ち寄り企画や居場所づくり、多主

体協働での地域社会づくりの活動事例を交

流し、今後の組合員参加のあり方を考える 

 

12月 

1日（木） 

予定 

消費者力アップ学習会 Vol.3 

10：00～12：00 

主催：埼玉消費者被害をなくす会 

一般募集 

 埼玉県補助事業 

オンライン併用 

7日（水） 県内消費者団体地区別研修会① 

10:30～12：30（予定） 

主催：埼玉県 

 

 埼玉県委託事業 

12日（月） 県内消費者団体地区別研修会② 

10:30～12：30（予定） 

主催：埼玉県  埼玉県委託事業 

1月 

17日（火） 県内消費者団体地区別研修会③ 

10:30～12:30(予定) 

主催：埼玉県  埼玉県委託事業 

     

2月 

1日（水） 組合員学習会 

10:30～12:30（予定） 

   

17日（火） 県内消費者団体地区別研修会④ 

10:30～12:30（予定） 

主催：埼玉県  埼玉県委託事業 

3月 

6日（月） JA埼玉県女性組織協議会との

早春交流会 10:30～14:30

（予定） 

主催：JA埼玉県女性組織協議会・

埼玉県生協連 

  

     

その他・時期を含めて検討中 
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2022 年度  埼玉県生協連  日誌と予定  

2022 年 4 月 

1 
MCA 無線訓練（清水勤） 

指定法人意見交換会（吉川、加藤） 

4 第 67 回埼玉母親大会第 4 回常任委員会（清水桂） 

7 埼玉県消費者団体連絡会 4 月度幹事会（吉川、大久保、清水桂） 

8 
創立 50 周年記念誌（埼玉の生協）「座談会」（吉川、大久保、清水桂） 

埼玉消費者被害をなくす会活動委員会（加藤） 

12 国民生活センター主催㈱ZERUTA 終結会議（加藤） 

14 電気通信サービスの課題と消費者保護～第 2 弾～学習会（清水桂） 

15 地域包括ケアを推進するためのネットワーク会議（川口・草加・越谷）（清水桂） 

20 第 58 回埼玉県消費者大会第 2 回実行委員会（吉川、大久保、清水桂） 

21 第 5 回活動委員会（吉川、大久保、清水桂、清水勤） 

22 
第 7 回監事会（清水勤） 

全国消団連第 7回理事会（吉川） 

26 埼玉消費者被害をなくす会検討委員会（吉川、加藤） 

28 「知っておきたい食品の表示」学習会（吉川、大久保、清水桂） 

30 
埼玉県立大学オンラインシンポジウム②（吉川、清水桂） 

第 46 回きょうされん全国大会第 1 回実行委員会（加藤） 

2022 年５月 

2 
埼玉平和・市民 5 団体懇談会 

第 37 回埼玉県原爆死没者慰霊式第 2 回実行委員会 

9 第 67 回埼玉母親大会第 5 回常任委員会 

10 埼玉消費者被害をなくす会活動委員会 

12 
第 6 回常務理事会 

埼玉労福協第 1回理事会 

13 

第 8 回監事会 

埼玉県消費者団体連絡会 5 月度幹事会 

地域包括ケア推進セミナー・ネットワーク会議 

17 
2021 年度第 3 回共済代理店等推進会議 

彩の国コミュニティ協議会理事会 

19 第 7 回理事会 

20 

全国消団連第 10回定例総会 

消費者庁新未来創造戦略本部 in 徳島 の取り組み！について」学習会 

地域包括ケアを推進するためのネットワーク会議（川口・草加・越谷） 

21 ノーモアヒバクシャ記憶遺産を継承する会 10 周年企画Ⅲシンポジウム 

23 第 58 回埼玉県消費者大会プレ学習会・第 3 回実行委員会 

24 
埼玉消費者被害をなくす会理事会 

埼玉消費者被害をなくす会検討委員会 

25 フードバンク埼玉第 4 回理事会・第 6 回運営委員会 

27 埼玉県労福協第 16 回定時社員総会 

31 埼玉県食品衛生安全局と消費者団体の懇談会 

2022 年 6 月 

1 

埼玉消費者被害をなくす会活動委員会説明会 

埼玉平和・市民 5 団体懇談会 

第 37 回埼玉県原爆死没者慰霊式第 3 回実行委員会・浦和駅署名行動 

3 埼玉消費者被害をなくす会活動委員会 

4 埼玉協同労働推進ネットワーク設立総会 

6 彩の国コミュニティ協議会総会 

8 日本赤十字社埼玉県支部評議員会 
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10 埼玉県消費者団体連絡会 6 月度幹事会 

15 第 1 回埼玉県地球温暖化対策検討専門委員会 

16 
第 58 回埼玉県消費者大会第 4 回実行委員会 

全国消団連第 1回理事会 

17 日本生協連第第 71 回通常総会 

21 
第 19 回埼玉消費者被害をなくす会通常総会・総会記念講演 

埼玉消費者被害をなくす会理事会 

23 
埼玉県生協連第 51 回通常総会 

埼玉県生協連創立 50 周年記念講演会 

24 埼玉消費者被害をなくす会検討委員会 

26 第 67 回埼玉母親大会 

27 フードバンク埼玉第 6 回定期総会 
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